
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ５月20日（日）雲一つないさわやかな天候に恵まれ、絶好の体育大会日和で第72回江北中学校体育大会を開催する
ことができました。１週間での体育大会の練習、それに総練習はあいにくの雨で、十分な練習ができずに本番を迎え
ました。結団式の折に、「この体育大会を感動のある体育大会に作り上げていくのは団長、副団長や各リーダーを中
心に、それを支える３年生、そして、団結した軍団の君たち全員です。」とお願いをしていましたが、初めて見る江
北中の体育大会に対する生徒たちの頑張りに感動しました。 
団長・副団長、リーダーが中心となって、各軍団を３年生が協力し、リーダーたちのがんばりに１，２年生がしっ

かりついていき、いいものを作り上げようとしてくれていた姿を見ることができた、団結した体育大会でした。それ
に、最後まであきらめずに力走する姿、それを応援する姿、何１つ取っても見ている人に感動を与える、素晴らしい
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                      第２号 

 【学校教育目標】 

 Chance！Challenge！ Change！ 
 －「チャンス」をつかみ「挑戦」！ 
     自分をより高く「変革」！－ 

本年度学校教育目標 

めざす学校像 めざす生徒像 めざす教師像 

○生徒と教職員がともに切磋琢磨し、

成長していく学校 
○挨拶でつながり、居場所のある学校 
○仲間とともに支え合い、安心して生

活できる学校 
○地域に愛され、地域に誇れる信頼さ

れる学校 

○「なりたい自分像」をもち、挑戦し

続ける生徒 
○自ら学び、考え、主体的に行動する

生徒 
○豊かな心をもち、互いに助け合い、

磨き合う生徒 
○たくましい心身をもち、粘り強く挑

戦する生徒 

○子どもの成長を支える愛情豊かな教

師 
○使命感にあふれ、学び続ける教師 
○人間力にあふれ、信頼される教師 
○組織で取組み、心身ともに健康な教

師 

 

校  訓 

研究主題 

誠実・自主・創造 

意欲をもって自ら学び続ける生徒の育成 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を通して～ 

 

 

 

学校教育

の重点 

①「主体的･対話的で深い学び」の実践に向けた授業の工夫・改善を行う。 

②生徒に出番と役割を与え、承認する「開発的生徒指導」を実践する。 

③いたわりと思いやりの心をもった、心豊かな生徒の育成を図る。 

④家庭、小学校や地域と連携した教育実践及び教育環境整備の充実を図る。 

⑤健全な学校経営と業務の適正化を図り、教育効果を上げる。 

 

第72回体育大会 

【体育大会のスローガン】 
 “翔”“勝”“笑” ～Our forces are infinity!～ 
勝ちを意識して羽ばたき、競い合い、勝っても負けても最後はみんなの健闘を称え合い、互い

に笑って終わることのできる大会にしましょう。 
～我らの力・エネルギーは無限大！～ 

時を守り、場を清め、礼を正す 

 



大会スローガンどおりの体育大会でした。生徒たちのがんばりを誇らしく思います。 
また、来賓の方も終日参観していただいたり、保護者や家族、そして地域の皆様の温かいご声援をいただいたり、

ありがたい体育大会でもありました。育友会役員の皆様もご協力ありがとうございました。 
 
両団長の体育大会を終えての２人の感想を紹介します。 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【黄軍団長：久保雅人さん】 

自分が団長になったきっかけは、この中学校最後の体育大会で、悔いの残らないように自分の全力をぶつけたいと

思ったからです。一番苦労したことは、団員一人一人が違う動きをする舞です。自分はうまくリーダーを動かすこと

ができず計画通りに進めることができませんでした。そのとき、本当に本番までに間に合うか、とても不安になりま

したが、とても嬉しかったこともあります。それは、団員のみんながしっかりとそれぞれの舞の中で、分からないこ

とがあったら積極的に聞いてくれたことです。そのみんなの勝ちたいという気持ちが応援優勝につながったのだと思

います。自分は団長を経験して、人をまとめる難しさ、先を見通し動く力が足りないことを実感しました。だから、

生徒会長として、学校をどうしていくかしっかりと先を見通し、動いていきたいと思います。今回の体育大会で、自

分は自分の持っている力をすべて出し切り、悔いのない最高の体育大会となりました。ありがとうございました。 

【青軍団長：吉丸由夏さん】 

中学校生活の中で最後の体育大会でうれしいことや楽しいこと、悔しいことを３年間の中で一番感じることができ

ました。団長として団を引っ張っていくことができるか不安だったけど、１,２,３年のリーダーや副団長の２人、先

生方が支えてくれたので、頼りない団長だったかもしれないけど、団を引っ張ることができました。女子団体レクの

綱引きでは、練習で一度も勝ったことがなかったげど、本番で１回勝つことができて本当によかったです。大縄跳び

では、全校で優勝することができて、とても嬉しかった。私は、応援リーダーの練習であまり行けなかったど、朝早

くから大縄の練習をしてきたことが優勝へと導いたと思います。クラス対抗リレーで、バトンのパスミスをしてしま

って、１位から最下位になってしまったことがとても悔しいです。私がバトンを落としてしまってみんなに迷惑をか

けてしまったことは申し訳ないと思っています。総合優勝は、青軍全員の努力が作り上げたものだと思います。応援

優勝はできなかったけど、リーダーも団員も頑張っていたので、青軍も黄軍に負けないくらいの応援だったと思って

います。勝敗は決まってしまったけど、中学校生活最後の体育大会は、とても楽しく、思い出になりました。団長と

しても、生徒会としても初めてだったけど、みんな一生懸命でとてもいい体育大会でした。 


